
Ⅰ－１ Ⅰ－１

Ⅰ 男女共同参画に関する意識の普及と教育の推進

１ 男女共同参画について県民の理解を深めるための広報の充実

平成15年度事業実施概要 担当室

・ 情報誌「フレンテ」の発行

年４回発行、各10,000部（４回目12,000部）

・ 出前トーク等の実施

年間 45回

対象：市町村、企業、小学校、各種団体等

・ 男女共同参画センター「フレンテみえ」において、毎年6月を男女共同
参画強調月間と定め、パネル展や映画を上映

・ 男女共同参画センター「フレンテみえ」のホームページをリニューア
ルし、「男女共同参画ゼミ」などのコンテンツを充実

・ 男女共同参画センター「フレンテみえ」において、施設見学や講演を
内容とするウエルカムセミナーを実施

年間23回 参加者延べ377人
対象： 企業、団体、教育機関等

・ 啓発・研修用ＣＤ－ＲＯＭの配布・活用
生活部男女共同参画
室

・ アイリス21トップセミナーの開催

平成16年2月14日（土）

場 所 いなべ市北勢市民会館さくらホール

講 師 国立社会保障・人口問題研究所 大石亜希子 他  

参加者 約800名

・ 「男女共同参画フォーラムinみえ」を開催（内閣府との共催）

平成15年10月3日～10月4日 三重県総合文化センター

講師 八代 尚弘（社団法人 日本経済研究センター）

竹信 三恵子（朝日新聞社）             他

参加者 延べ 約900人

・ 男女共同参画まちづくり事業の実施

各生活創造圏において、県民、NPO、市町村等からなる実践組織を設
  置し、地域の特性に応じた取組を行った。

活動事例：ミニ講座、地域の慣習・慣行についての調査、男性の
料理教室、女性のための木工教室、NPOとの協働による
作品展と講演会、朗読劇の自作自演、ワークショップ等

・ パンフレット等の啓発用資料の作成 生活部人権・同和室

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室
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Ⅰ－１ Ⅰ－１

平成15年度事業実施概要 担当室

・ 人権フォトコンテストの実施
応募点数 463点

・ 人権フォーラムの開催
平成15年11月15日～16日 メッセウイングみえ
参加者数 6,100人

・ 差別をなくす強調月間（11/11～12/10）にテレビスポットを放映
街頭啓発、バスを利用した広告、ポスターの募集作成等を実施

・ 県民局単位に組織している広域人権まちづくり事業推進協議会が中心
となってミニ人権講座、出前講座、講演会などを実施

生活部人権・同和室

生活部人権・同和室

生活部人権・同和室

生活部人権・同和室
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Ⅰ－２ Ⅰ－２

２ 学校等における男女共同参画教育の推進

平成15年度事業実施概要 担当室

・ 男女共同参画社会の実現をめざすための基本的な考え方について、教
職員用のリーフレットを作成

・ 教育委員会事務局内において、男女共同参画社会推進プロジェクト会
議を開催 開催回数10回

教育委員会小中学校
教育室

・ 教育委員会事務局職員を対象に、男女共同参画社会に関する講演会を
開催 参加者55名

・ 男女共同参画に関する教育委員会事務局内研修を開催

教育委員会高校教育
室

・ 総合教育センターにおいて、男女共同参画に関する研修会を企画
研修講座 2講座

・ 総合教育センターにおいて、県内の教職員を対象に男女共同参画に関

する研修を実施 受講者数 110人

・ 人権教育推進計画（素案）を策定し、すべての小中学校、県立学校に
おいて、各学校の方向性をすべての教職員で共有した。

教育委員会人権・同
和教育室

・ 県内7つの教育事務所において、人権教育のリーダー養成のため、小
中学校、県立学校の代表者を対象に、実践交流・協議を行った。

教育委員会人権・同
和教育室

・ 児童生徒一人ひとりの自己実現が図られるよう、59の中学校区、16
の県立学校において、人権教育実践推進事業に取り組み、授業内容の研
究に努めた。

教育委員会人権・同
和教育室

・ 人権教育生徒用教材の作成

・ 福祉・健康や人権に関する学習の中で、男女平等に関する視点を培っ

た。

・ 市町村教育委員会や学校教育関係者対象の研修会を実施するととも
に、児童生徒が中心のフォーラムに取り組み、人権意識の向上に努め
た。

教育委員会人権・同
和教育室

・ 保育士を対象に人権保育大学講座を実施

受講者数 74人
健康福祉部こども家
庭室

教育委員会小中学校
教育室・高校教育室
生活部私学振興室

・  高等学校では、家庭科で男女で築く家庭生活について、公民科で職業
  生活や社会参加における男女共同参画について、また、総合的な学習の
  時間やホームルーム活動において、自分の適性や将来設計に基づいて主
  体的に進路を選択できるような学習を進めた。

教育委員会研修・指
導室

教育委員会小中学校
教育室

教育委員会研修・指
導室

教育委員会小中学校
教育室

教育委員会人権・同
和教育室

教育委員会人権・同
和教育室
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Ⅰ－３ Ⅰ－３

３ 生涯を通じた学習機会の充実

平成15年度事業実施概要 担当室

・ 出前トーク等の実施

年間 45回

対象：市町村、企業、小学校、各種団体等

・ 男女共同参画センターのホームページ上で男女共同参画ゼミを実施 生活部男女共同参画
室

・ 講師リストの整備

リストアップ人数 43人

・ 啓発・研修用ＣＤ－ＲＯＭの配布・活用

・ 職場における男女共同参画プログラムの作成

・ 研修用テキストとして「キーワード・数字で見る男女共同参画」の作
成

生活部男女共同参画
室

・ 男女共同参画センター「フレンテみえ」が主催する全ての事業につい
て託児を実施
総合文化センターでは、一部の主催事業で託児を実施

生活部男女共同参画
室

・ アイリス21トップセミナーの開催

平成16年2月14日（土）

場 所 いなべ市北勢市民会館さくらホール

講 師 国立社会保障・人口問題研究所 大石亜希子 他  

参加者 約800名

・ 地域教育コーディネーター養成講座の実施

修了生 94名

・ 家庭教育講座の実施

 実施市町村数 15市町村 812講座

・ 社会教育主事、男女共同参画担当者など社会教育に関わる職員や団体
の指導者などに対する研修会を実施

実施回数 6回

参加者数 延べ528人

・ 家庭教育パンフレット「つくしんぼ」の発行

年３回発行

生活部男女共同参画
室

教育委員会生涯学習
室

教育委員会生涯学習
室

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室

教育委員会生涯学習
室

教育委員会生涯学習
室

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室
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Ⅰ－４ Ⅰ－４

４ 事業者等に対する広報・啓発の充実

平成15年度事業実施概要 担当室

・ 「三重の労働」の発行 生活部勤労福祉室

年 6  回発行 各 1,700部

男女共同参画に関する記事 17回掲載

・ 仕事と家庭の両立セミナーの開催 生活部勤労福祉室

平成15年10月15日（水） 場所 プラザ洞津
講師 厚生労働省雇用均等・児童家庭局職業家庭両立課
課長補佐 堀井 奈津子

参加者数 85人
平成15年10月16日（木） 場所 四日市市文化会館
講師 三重労働局雇用均等室
室長 水野 美保

参加者数 67人

・ パートタイム労働セミナーの開催 生活部勤労福祉室

平成15年11月6日（木） 場所 生涯学習センター
講師 クロイ電機株式会社

管理部長 大川 智司
参加者数 154人

・ 「男女共同参画フォーラムinみえ」の第２分科会において、知事表彰
（男女が生き生きと働いている事業所表彰）受賞企業がパネリストとし
て参加した。

生活部勤労福祉室

平成15年10月4日（金）
場所 男女共同参画センター「フレンテみえ」
パネリスト 松阪精密（株）

人事課長 新田 利豪

参加者数 40人

・ アイリス21トップセミナーの開催

平成16年2月14日（土）

場 所 いなべ市北勢市民会館さくらホール

講 師 国立社会保障・人口問題研究所 大石亜希子 他  

参加者 約800名

・ 職場における男女共同参画プログラムの作成

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室
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Ⅰ－５ Ⅰ－５

５ マスメディアへの対応

平成15年度事業実施概要 担当室

・ 職員がテレビ番組に出演し、男女共同参画の推進について、直接視聴
者に訴えた。

・ 報道機関に対して、県の男女共同参画に関する事業について積極的に
情報提供を行い、男女共同参画意識の普及等を行った。

・ 三重県内高等教育機関と共同で、人気マンガにおけるジェンダー観・
家族観に関する調査を実施・分析し、少子化を受けての意識、制度両面
における若年層に対する支援策に関する基礎研究をした。

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室

生活部男女共同参画
室
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Ⅰ－６ Ⅰ－６

６ 国際的な動きへの対応と活動支援

平成15年度事業実施概要 担当室

・ 四日市市笹川地区と鈴鹿市をモデル地区として、両地区における巡回
外国人相談等を通じ、福祉、医療、教育、労働、日常生活など在住外国
人が抱える問題を調査するとともに、市などの行政機関、自治会、ＮＰ
Ｏ、ボランティア、在住外国人等で構成する検討会で解決策を討議し、
多文化共生社会実現のための取組を進めた。

・ 男女共同参画センター「フレンテみえ」の「男女共同参画ゼミ」等で
男女共同参画に関する国際的な取組について、県民に情報提供

生活部国際室

生活部男女共同参画
室
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